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（１） 当センターが研究代表・多機関一括審査

番号 審査結果

1 承認

（２） 臨床研究実施状況報告（継続審査）

7件 報告があり、委員会で確認した。

（３） 臨床研究終了報告

3件 報告があり、委員会で確認した。

（４）

番号

1 承認

2 承認

3 承認

4 承認

5 承認

6 承認
頚髄損傷の呼吸管理における気管切開チューブ抜去と人工呼吸器離脱に
関与する因子に関する研究

迅速審査承認済案件（新規申請）

報告内容

実臨床におけるフィネレノン投与による腎機能への影響：後ろ向き観察
研究

チルゼパチド投与後6か月における2型糖尿病患者の糖代謝・体組成変化
とその関連因子の検討

2025年度第9回臨床医学倫理審査委員会議事録

臨床研究変更申請

申請案件

【多機関一括審査（研究分担機関の審査を含む）】
全身C T異常所見スクリーニングモデルの開発　後方視的、多機関共同
研究

当院におけるBCGワクチン接種後コッホ現象疑い症例の臨床的検討

鋭的胸腹部損傷におけるHybrid ERでの術前CTの有用性とその限界

実臨床における代謝改善手術後の2型糖尿病の寛解評価：DREAM-Surgery
研究
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（５）

番号

1 承認

2 承認

3 承認

4 承認

5 承認

6 承認

7 承認

（６） 一括審査報告

8件 の報告があり、委員会で確認した。

ペグインターフェロン・リバビリン併用療法後の予後についての検討

Genotype1型C型慢性肝疾患に対するレジパスビル・ソホスブビル療法の
治療効果ならびに安全性についての検討

Genotype2型C型慢性肝疾患に対するソホスブビル・リバビリン療法の治
療効果ならびに安全性についての検討

迅速審査承認済案件（変更申請）

報告内容

ステロイド依存性・抵抗性の炎症性腸疾患に対する薬剤選択に関する多
施設前向き観察研究（OGF1810）

「StageⅢの治癒切除胃癌に対する術後補助化学療法としてのTS-
1+Docetaxel併用療法とTS-1単独療法のランダム化比較第Ⅲ相試験
(JACCRO GC-07(START-2))」におけるバイオマーカー研究（JACCRO GC-
07 AR2)

Genotype１型C型慢性肝疾患に対するパリタプレビル・オムビタスビル
療法の治療効果ならびに安全性についての検討

Pacemaker植え込み患者における予後予測因子の探究－前向き観察研究
－
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